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要  旨 
 本研究の目的は，歯磨きにおいて利き手交換訓練により歯垢除去効果がどの程度有効か否かを検討するこ
とである．対象は健常者 44 名（男性 14 名，女性 30 名）とし，利き手交換訓練実施の有無および非利き手か
































































方  法 
１．対象者 
 対象は，作業療法専攻学生 1～3 年生の右利きで過去に
専門的な歯磨き指導を受けていない 44 名である．男性
14 名，女性 30 名．平均年齢および標準偏差は 19．26±
0．73 歳であった．対象者には研究目的と内容に関する説
明を十分に行い，同意を得たうえで実施した．また，対


















































































す（図 3）．初回判定日(以下，判定 1)から 1 週間毎に 2
回目判定日（以下，判定 2）と 3 回目判定日（以下，判
定 3）および最終判定日（以下，判定 4）と計 4 回の判定
























 最終アンケート結果の質問 1（表 1）より指定条件での
実施率に大きな違いが出ていることから，「実施率 70％
以上」と「実施率 70％未満」に分け，判定 1 から判定 4
までの PCR 値の経過比較を行った． 
 これらの統計解析は JavaScript-STAR を用い，統計
的有意水準を 5％未満とした． 
 
１．実施率 70％以上における各群の PCR 値による経過
比較 
 実施率 70％以上は「訓練・利き手群」4 名，「訓練・
非利き手群」6 名，「利き手群」9 名「非利き手群」9 名
であった． 




















図 3 DHによる歯垢染め出し（PCR）経過判定方法のプロセス 


























図 4 各群における判定 1～判定 4の平均 PCR値 














図 5 実施率 70％以上の「訓練・利き手群」における判
定 1～判定 4の平均 PCR値 
 
 
その結果は判定 2，判定 3，判定 4 の PCR 経過判定にお
いて指定条件による 4 群間の単純主効果を有意に示した







































図 6 実施率 70％以上の「訓練・非利き手群」における
判定 1～判定 4の平均 PCR値 
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における PCR 値の経過判定は，判定 1＞判定 2，判定 1
＞判定 3，判定 1＞判定 4，判定 2＞判定 4，判定 3＞判定
4（Mse＝138.67，p＜.05）と有意差を認めた．判定 2＝
判定 3 に有意差は認めなかった．「訓練・非利き手群」
における PCR 値の経過判定は，判定 1＞判定 3，判定 1




２．実施率 70％未満における各群の PCR 値による経過
比較 
 実施率 70％未満は「訓練・利き手群」7 名，「訓練・
非利き手群」5 名，「非利き手群」2名であった． 





































 最終アンケート質問 1 の各群における指定条件での歯
磨き実施率は表 1 に示した．また，「訓練・非利き手群」
と「非利き手群」への質問 2 である「非利き手で磨いた
感想」については表 2 に示す．質問に対する回答は自由 
 














































考  察 




















 判定 1 において結果として各群間に有意差が生じな
かった．つまり，ランダムに分けた各群の質問に差がな
かったことがいえる．判定 2 の結果より，「訓練・利き














 次に判定 3 の結果より，「訓練・利き手群」は 1 週目























 次に「訓練・利き手群」の PCR 値の結果より，判定 1
では各自自分の磨き方で行ったことから考えると，すで
に 1 週間目，つまり判定 2 で PCR 値の改善が見られ，2
週間目の判定 2 でさらに改善し，3 週間目の判定 3 から
最終判定となる判定 4 にかけての PCR 値も改善が見ら
れた．結果，最終的には PCR 値の平均値が 22.77％と訓
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 「訓練・非利き手群」の PCR 値の結果より，利き手
交換訓練として1週間目の判定2での訓練効果はないも，





であることが示唆された．さらに，3 週間目の判定 4 に
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It is changing hand dominance training for toothpaste a list 
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It is for a purpose of this study to consider how effective a plaque on a tooth removal effect is by 
changing hand dominance training in toothpaste. A subject assumes it 44 physically unimpaired people 
(14 men, woman 30), we put it together whether it is in presence of changing hand dominance training 
enforcement and non-handedness, we assumed it for each 11 people 4. Duration of toothpaste assumes it 
42 rounds of three weeks, we judged four times in total to be it every one week. A judgment; by 
enforcement of a plaque control record of O'Leary by dental hygienist, we leave polishing in the oral 
cavity and calculate, we chased the training course of three weeks. 
As a result, in the group that we carried out as changing hand dominance training, We were able to get a 
plaque on a tooth removal effect in a person of enforcement more than 70% during a training period. In 
other words it was suggested that changing hand dominance training in toothpaste was effective. 
 
